一般質問シート

	テーマ


	取り上げた理由

	現状の課題（何が問題なのか）　　　　　　　　　　　　　どのような対策が必要なのか


	他地域ではどのような取組みが行われているのか


	第一問



	答弁

	第二問
	答弁


	第三問
	答弁


★何がどこまで進んだか
【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
●「一般質問シート」について
1.一般質問とは何か
豊橋市議会会議規則によれば（一般質問）第60条　議員は、市の一般事務について、質問することができる。
議員が、その属する地方公共団体の行政全般にわたり、執行機関に対し事務の執行の状況及び将来に対する方針等について所信を質し、あるいは報告、説明を求め又は疑問を質すことをいう。
質問の対象：質問の対象、範囲は、当該団体の一般事務であるが、この「一般事務」とは、地方公共団体が処理する事務であれば、自治事務及び法廷受託事務のいずれも対象となると解される。
通告：一般質問をする場合は、原則として通告することが必要である。通告制を採用する理由は、多数の議員が自由に質問を求めると、その順位や発言時間をどうするか、また、質問の内容がわからないと執行機関の方で十分な準備ができず、議員にとっても不満足な答弁しかできないという問題が生じ、充実した能率的な議会運営ができなくなるからである。このため、質問議員に対し、質問通告書をあらかじめ議長に提出させることとしている。
2.QC手法とは何か
・企業のQCとは、QualityControl（品質管理）のことで、経済的で役に立つ、しかもユーザーが喜んで買ってくれ、満足してくれるような製品を作り、販売サービスすることです。そのためには全社員がお互い協力して、製品の質と仕事の質を科学的に管理していく事です。
・管理とは何か
「仕事が支持された方針、命令、計画、標準通り行われているかどうかチェックして、外れていればこれをうまく進むように修正、処置、行動をすること
・管理を行う4つのステップ
（1）計画を立てる（Plan）目標を立てるときに重要なことは、次の二つ。【この段階で勝負は90％決まる】
①目標を決める。
②方法を決める（到達しなければならないゴール-目標⇒具体的な目標。方法とは目標を達成するための手段）
（2）実施する（Ｄｏ）
①仕事のやり方を周知、徹底させるための教育訓練
②決められた計画通りに実施する事
【想定外は起きて当たり前】
（3）検討する（Check）
①「仕事のやり方が決められた通りに実行されているかどうか。【早めのタイミングで改善の手を打つ】
②仕事の結果、良かったかどうかを検討する
③結果が悪い場合には仕事のやり方のどこが悪いか検討する
（4）処置をとる（Action）
検討して明確にされた事実に基づいて、処置をとることを対策と云います。対策には二つあります（応急対策及び恒久対策）
3.PDCA手法を一般質問に応用しよう
（1）テーマを決める　　　
①なぜこのテーマを取り上げたのか。
②今、何を議論しなければならないのか。
③今回のテーマで、何を、どこまで獲得するのか。
④そのために、どのような展開をするのか
（2）現状の把握
①現場では、どのような方法で、どのような体制で行われていて、何が問題なのか
（3）課題を明確にする
①なぜ、このような課題がでてくるのか。そのために事実を正しく認識する。【それはなぜ5回繰り返す】
②他都市ではどのように取り組んで、どのような結果をだしているのか
【問題のとらえ方によって、解決策に深みが出る】
（4）対策をとる
　新たなる提案、応急対策（制度を変える）恒久対策（条例改正、条例提案）
【次の施策を提案する】
この考え方を具体化したのが「一般質問シート」です。自分用に改変するなどしてご活用ください。
